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本
書
は
、
古
代
を
中
心
と
し
た
北
方
史
、
所
謂
北
緯
四
〇
度
以
北
の
北
方
世
界
の

実
像
に
せ
ま
る
一
七
の
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
た
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
編

集
は
、
北
方
史
、
北
方
世
界
の
歴
史
像
解
明
に
む
け
て
学
際
的
な
共
同
研
究
を
主
導

し
て
き
た
小
口
雅
史
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
た
論
考
は
、
こ
の
北
方
史

に
関
連
し
た
考
古
学
や
文
献
史
学
の
最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
編
者
小
口
雅
史
氏
の
還
暦
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
。

　

本
書
は
、
地
域
と
時
代
と
を
考
慮
し
、
第
Ⅰ
部
「
北
海
道
か
ら
さ
ら
に
そ
の
北
へ
」、

第
Ⅱ
部
「
北
緯
四
〇
度
以
北
の
世
界
の
実
相
」、
第
Ⅲ
部
「
古
代
・
中
世
国
家
の
辺

要
支
配
」
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
は
北
海
道
さ
ら
に
は
サ
ハ
リ
ン
、
靺
鞨
、

渤
海
な
ど
に
つ
い
て
の
論
考
、
第
Ⅱ
部
は
、
律
令
国
家
の
国
郡
制
の
及
ば
な
い
北
緯

四
〇
度
以
北
、
支
配
領
域
の
境
界
、
周
縁
の
地
で
あ
っ
た
東
北
地
方
北
部
に
つ
い
て

の
論
考
、
第
Ⅲ
部
は
古
代･

中
世
の
中
央
国
家
勢
力
側
か
ら
み
た
辺
要
支
配
に
つ
い

て
の
論
考
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
た
各
論
考
の
概
要
を
紹
介
し
、
最
後
に

全
体
を
通
し
た
雑
感
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
Ⅰ
部
「
北
海
道
か
ら
さ
ら
に
そ
の
北
へ
」
は
、
①
天
野
論
文
、
②
中
澤
論
文
、

③
小
嶋
論
文
、
④
蓑
島
論
文
、
⑤
中
村
論
文
、
⑥
米
家
論
文
の
六
つ
の
論
考
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

　

小
口
雅
史
編

『
古
代
国
家
と
北
方
世
界
』

鈴
木　

琢
也

　

①
天
野
哲
也
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
お
け
る
鍛
冶
の
精
神
的
な
意
味
」
は
、
七
〜

九
世
紀
に
羊
角
文（
カ
ス
ガ
イ
形
貼
付
文
）が
、
バ
イ
カ
ル
湖
西
方
地
域
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
域
に
拡
が
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
で
は
、
こ
の
文
様
が
施
さ
れ
た
土
器
が
冶

金
炉
に
転
用
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
、
羊
角
文
の
精
神
的
な
意
味
に
も
注
目
す
る
。

　

②
中
澤
寛
将
「
北
東
ア
ジ
ア
の
葬
墓
制
」
は
、
五
〜
一
三
世
紀
の
北
東
ア
ジ
ア
の

葬
墓
制
を
特
徴
づ
け
る
円
形
周
溝
の
成
立
・
展
開
を
検
討
し
、
日
本
列
島
北
部
で
は

円
形
周
溝
を
伴
う
墓
が
七
〜
一
〇
世
紀
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
。
日
本
列
島
対
岸
地

域
で
は
、
靺
鞨
や
渤
海
の
封
土
墓
に
周
溝
が
み
ら
れ
ず
、
一
〇
〜
一
一
世
紀
の
パ
ク

ロ
フ
カ
文
化
で
円
形･

方
形
周
溝
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
さ
ら
に
周
溝
墓
が
八
〜
一
〇
世
紀
の
北
方
地
域
を
特
徴
づ
け
る
墓
制
と
し
て
展

開
す
る
と
述
べ
る
。

　

③
小
嶋
芳
孝
「
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
パ
ク
ロ
フ
カ
文
化
期
に
お
け
る
墓
上
建
物
の

新
事
例
」
は
、
北
東
ア
ジ
ア
沿
海
地
方
の
コ
ク
シ
ャ
ロ
フ
カ
8
遺
跡
（
パ
ク
ロ
フ
カ

文
化
期
）
の
方
形
石
組
基
壇
に
つ
い
て
、
祭
殿
説
を
否
定
し
基
壇
上
に
建
物
を
設
け

て
床
面
に
墓
坑
を
施
設
す
る
墳
墓
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
墳
墓
は
、
渤
海
の
墓
上
建

物
の
伝
統
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
パ
ク
ロ
フ
カ
文
化
の
基
層
に
渤
海
文
化
が
強

く
影
響
を
残
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

④
蓑
島
栄
紀
「
七
世
紀
の
倭
・
日
本
に
お
け
る｢

粛
慎
」
認
識
と
そ
の
背
景｣

は
、

「
粛
慎
の
朝
貢
」
が
、
魏
末
〜
西
晋
期
に
司
馬
氏
に
よ
る
皇
位
簒
奪
を
正
当
化
す
る

た
め
新
解
釈
を
加
え
た
う
え
で
重
視
さ
れ
、
そ
の
粛
慎
認
識
が
東
ア
ジ
ア
に
普
及
し

た
と
述
べ
る
。
倭
・
日
本
に
お
い
て
も
、『
日
本
書
紀
』
で
乙
巳
の
変
後
の
新
政
権

を
正
当
化
す
る
た
め
粛
慎
記
事
を
用
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

⑤
中
村
和
之
「
流
鬼
国
を
め
ぐ
る
試
論
」
は
、『
通
典
』
や
『
唐
会
要
』『
新
唐
書
』
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な
ど
中
国
史
料
に
み
え
る
「
流
鬼
国
」
の
位
置
に
つ
い
て
論
じ
る
。「
流
鬼
国
」
の

位
置
に
つ
い
て
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
説
と
サ
ハ
リ
ン
島
説
が
あ
る
が
、
一
八
世
紀

以
前
の
中
国
王
朝
で
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
が
地
理
認
識
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、「
流
鬼
国
」
は
サ
ハ
リ
ン
島
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。

　

⑥
米
家
志
乃
布
「
長
澤
盛
至
作
製
『
東
蝦
夷
地
海
岸
図
台
帳
』
に
み
る
地
域
情
報

の
収
集
と
表
象
」
は
、
安
政
二
年
の
『
東
蝦
夷
地
海
岸
図
台
帳
』
に
描
か
れ
た
地
域

情
報
と
絵
画
表
現
を
検
討
し
、
地
域
情
報
の
収
集
と
表
象
は
、
蝦
夷
地
を
「
和
人
の

土
地
」
と
し
て
表
現
す
る
幕
末
蝦
夷
地
の
沿
海
図
群
に
み
ら
れ
る
風
景
画
集
の
流
れ

に
あ
る
と
述
べ
る
。

　

第
Ⅱ
部
の
「
北
緯
四
〇
度
以
北
の
世
界
の
実
相
」
は
、
⑦
小
野
論
文
、
⑧
木
村
論

文
、
⑨
齋
藤
論
文
、
⑩
関
根
論
文
、
⑪
伊
藤
論
文
、
⑫
八
木
論
文
、
⑬
武
井
論
文
の

七
つ
の
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

⑦
小
野
裕
子
「
続
縄
文
文
化
後
半
期
の
東
北
地
方
と
北
海
道
の
関
係
に
つ
い
て
」

は
、
東
北
地
方
へ
の
続
縄
文
文
化
「
後
北
Ｃ
２
・
Ｄ
式
土
器
」
の
分
布
拡
大
を
検
討

す
る
。
関
係
土
器
群
間
の
時
間
的
関
係
を
整
理
し
、
東
北
南
部
で
続
縄
文
文
化
「
後

北
Ｃ
２
・
Ｄ
式
土
器
」
と
古
墳
文
化
「
塩

式
土
器
」
の
接
触
が
は
じ
ま
っ
た
後
も
、

東
北
北
部
で
は
弥
生
文
化
「
赤
穴
式
土
器
」
が
存
続
し
、
続
縄
文
文
化
「
後
北
Ｃ
２
・

Ｄ
式
土
器
」
と
の
接
触
が
東
北
南
部
よ
り
も
遅
い
時
期
ま
で
つ
づ
く
と
指
摘
す
る
。

　

⑧
木
村
淳
一
「
青
森
平
野
に
お
け
る
古
代
集
落
の
様
相
」
は
、
青
森
平
野
の
古
代

集
落
の
様
相
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
丘
陵
上
の
集
落
を
中
心
と
し
た
調
査
を
も
と
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
、
青
森
平
野
内
で
の
環
境
変
遷
に
お
け

る
潟
湖
、
浜
堤
の
位
置
づ
け
と
平
野
内
部
の
微
高
地
に
お
け
る
古
代
の
土
地
利
用
を

考
慮
し
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
一
〇
世
紀
前
葉
に
青
森
平
野
丘
陵

上
の
集
落
で
集
落
構
成
の
多
様
性
が
顕
著
に
な
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
国
」
の
国
家

領
域
や
そ
れ
に
準
ず
る
地
域
の
社
会
習
俗
な
ど
の
流
入
が
増
加
し
た
と
想
定
す
る
。

　

⑨
齋
藤
淳
「
古
代
北
奥
に
お
け
る
集
落
・
竪
穴
建
物
の
動
態
に
つ
い
て
」
は
、
北

奥
に
お
け
る
七
〜
一
〇
世
紀
の
集
落
、
竪
穴
建
物
数
の
推
移
や
動
態
を
検
討
し
、
北

緯
四
〇
度
ラ
イ
ン
を
境
界
と
す
る
南
北
差
、
奥
羽
山
脈
を
境
界
と
す
る
太
平
洋
側
と

日
本
海
側
の
東
西
差
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
は
土
器
属
性
の
地
域
差
と
も
調
和
的
で
あ

る
と
す
る
。
北
奥
地
域
は
等
質
で
は
な
く
、
政
治
体
制
も
含
め
た
社
会
の
あ
り
方
が

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
論
じ
る
。

　

⑩
関
根
達
人
「
三
重
の
壕
を
も
つ
北
奥
の
古
代
集
落
」
は
、
三
重
の
環
濠
を
も
つ

古
代
「
防
御
性
集
落
」・
山
本
遺
跡
の
測
量
調
査
を
も
と
に
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

北
奥
の
「
防
御
性
集
落
」
は
立
地
・
構
造
に
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
山
本
遺
跡

は
そ
の
な
か
で
も
高
い
防
御
性
を
備
え
た
集
落
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

⑪
伊
藤
博
幸
「
古
代
閉
村
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」
は
、
三
陸
沿
岸
部
の
閉
伊

地
方
に
お
い
て
、
長
根
古
墳
群
と
房
の
沢
古
墳
群
が
造
営
さ
れ
た
二
地
域
に
拠
点
的

集
団
が
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
二
拠
点
を
掌
握
し
た
の
が
『
続
日
本
紀
』
に

み
え
る
須
賀
君
氏
や
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　

⑫
八
木
光
則
「
ア
イ
ヌ
語
系
地
名
と
蝦
夷
」
は
、「
ナ
イ
」、「
ペ
ッ
」
な
ど
の
ア

イ
ヌ
語
系
地
名
の
分
布
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
系
統
と
形
成
時
期
を
異
に
し
た
多
様

性
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縄
文
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
東
北
北
部

の
古
代
蝦
夷
の
言
語
が
ア
イ
ヌ
語
系
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
九
〜
一
〇
世
紀
に
日
本

語
化
す
る
と
指
摘
す
る
。

　

⑬
武
井
紀
子
「
北
奥
地
域
に
お
け
る
出
土
文
字
資
料
と
蝦
夷
」
は
、
青
森
県
の
遺
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跡
か
ら
出
土
す
る
文
字
資
料
（
墨
書
・
刻
書
土
器
、
木
簡
な
ど
）
の
特
徴
を
検
討
し
、

律
令
祭
祀
や
仏
教
の
影
響
と
在
地
の
信
仰
と
が
結
び
つ
い
た
独
自
の
様
相
を
呈
す
る

と
述
べ
る
。
そ
の
な
か
で
も
仏
教
的
要
素
が
蝦
夷
社
会
の
文
字
伝
播
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
古
代
・
中
世
国
家
の
辺
要
支
配
」
は
、
王
権
側
か
ら
み
た
辺
要
支
配
を

論
じ
た
⑭
永
田
論
文
、
⑮
三
上
論
文
、
⑯
浜
田
論
文
、
⑰
大
塚
論
文
の
四
つ
の
論
考

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

⑭
永
田
一
「
鎮
守
府
将
軍
と
出
羽
城
介
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
は
、「
鎮
守

府
秋
田
城
体
制
」
説
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
、
鎮
守
府
将
軍
と
出
羽
城
介
が
受
領

官
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
鎮
守
府
将
軍
・
出
羽
城
介
と
国
府
の
関
係
に
お
い
て
は
、

徴
税
権
限
の
み
な
ら
ず
国
府
か
ら
独
立
し
た
行
政
権
限
の
有
無
が
重
要
で
あ
る
と
し
、

そ
の
う
え
で
鎮
守
府
将
軍
と
出
羽
城
介
は
受
領
官
と
は
み
な
せ
な
い
と
指
摘
す
る
。

　

⑮
三
上
喜
孝
「
古
代
北
方
辺
要
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム
」
は
、
主
に
出
土
文
字
資
料

の
検
討
を
通
じ
て
、
北
方
の
辺
要
国
（
陸
奥
国･

出
羽
国･

越
後
国
）
で
は
国
司
が

国
内
を
分
担
し
て
統
治
す
る
「
国
司
分
担
統
治
シ
ス
テ
ム
」
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
北
方
の
辺
要
国
は
、
も
と
も
と
歴
史
的
背
景
の
異
な
っ
た
地
域
を

併
合
し
て
成
立
し
た
事
情
が
あ
り
、
従
来
の
支
配
方
式
で
は
統
治
で
き
な
い
た
め
、

国
司
に
よ
る
直
接
的
な
支
配
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

　

⑯
浜
田
久
美
子
「
渤
海
使
の
出
羽
来
着
に
つ
い
て
」
は
、
渤
海
使
迎
接
を
根
拠
と

す
る
秋
田
城
国
府
説
を
否
定
し
、
出
羽
国
・
秋
田
城
は
、
来
着
す
る
渤
海
使
に
は
対

応
は
し
た
が
外
交
基
地
・
窓
口
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
秋
田
城
は
渤
海
使

だ
け
に
限
ら
な
い
交
易
使
節
が
来
訪
す
る
北
方
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
す
る
。

　

⑰
大
塚
紀
弘
「
鎌
倉
時
代
の
津
軽
安
藤
氏
の
蝦
夷
統
治
」
は
、
北
条
得
宗
家
が
津

軽
外
浜
・
西
浜
の
地
頭
職
を
継
承
し
、
蝦
夷
居
留
地
の
治
安
維
持
、
交
易
に
伴
う
徴

税
に
よ
り
収
益
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
津
軽
安
藤
氏
は
地
頭
代
と
し
て
現
地

の
実
務
を
担
い
蝦
夷
交
易
に
よ
る
収
益
を
得
て
、
そ
の
一
部
を
北
条
得
宗
家
に
貢
納

し
て
い
た
が
、
そ
の
地
頭
代
の
地
位
を
め
ぐ
り
一
族
を
二
分
す
る
紛
争
を
起
こ
し
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

本
書
に
収
録
さ
れ
た
各
論
考
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
論
点
が
多
肢
に
わ
た
っ

て
お
り
、
そ
の
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

最
後
に
本
書
全
体
を
通
し
た
雑
感
を
述
べ
、
む
す
び
と
し
た
い
。

　

第
Ⅰ
部
「
北
海
道
か
ら
さ
ら
に
そ
の
北
へ
」
で
は
、
①
天
野
論
文
、
②
中
澤
論
文
、

③
小
嶋
論
文
に
お
い
て
、
冶
金
炉
転
用
土
器
（
羊
角
文
）、
円
形
周
溝
墓
制
、
方
形

石
組
基
壇
を
通
し
て
、
北
緯
四
〇
度
以
北
の
北
方
世
界
の
地
域
集
団
が
相
互
に
関
連

す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
さ
ら
に
具
体
相

が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
上
の
北
方
集
団
を
扱
う
④
蓑
島
論
文
、

⑤
中
村
論
文
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、

離
れ
た
地
域
間
に
お
い
て
、
類
似
し
た
属
性
を
も
つ
遺
構
や
遺
物
な
ど
が
み
ら
れ
た

場
合
、
即
座
に
そ
れ
ら
に
関
連
性
を
付
与
す
る
こ
と
や
、
史
料
上
の
北
方
集
団
に
考

古
学
的
な
地
域
文
化
集
団
を
あ
て
は
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

第
Ⅰ
部
の
論
考
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

研
究
の
進
展
は
顕
著
で
あ
り
、
日
本
古
代
・
中
世
国
家
や
東
北
地
方
北
部
地
域
な
ど

と
の
交
流
・
物
流
や
政
治
的
関
係
な
ど
が
議
論
で
き
る
段
階
に
き
て
い
る
と
理
解
さ

れ
る
。



―  35 ―

　

第
Ⅱ
部
の
「
北
緯
四
〇
度
以
北
の
世
界
の
実
相
」
で
は
、
各
論
考
を
み
て
明
ら
か

な
よ
う
に
、
北
緯
四
〇
度
以
北
の
境
界
、
周
縁
の
地
で
あ
っ
た
東
北
地
方
北
部
の
社

会
構
造
の
解
明
が
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
船

木
義
勝
氏
を
中
心
と
す
る
東
北
地
方
北
部
の
研
究
者
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
研
究
の
成

果
『
9
〜
11
世
紀
の
土
器
編
年
構
築
と
集
落
遺
跡
の
特
質
か
ら
み
た
、
北
東
北
世
界

の
実
態
的
研
究
』（
東
北
古
代
集
落
遺
跡
研
究
会
編　

二
〇
一
四
）
や
『
北
東
北

9･

10
世
紀
社
会
の
変
動
』（
日
本
考
古
学
協
会
編
、
二
〇
一
六
）、
小
口
雅
史
氏
が

主
導
し
て
き
た
共
同
研
究
の
成
果
『
北
方
世
界
と
秋
田
城
』（
小
口
雅
史
編
、
六
一

書
房　

二
〇
一
六
）、
所
謂
古
代
防
御
性
集
落
研
究
の
成
果
「
北
の
防
御
性
集
落
と

激
動
の
時
代
」（
三
浦
圭
介
・
小
口
雅
史
・
斉
藤
利
男
編
、
同
成
社　

二
〇
〇
六
）、

そ
し
て
『
青
森
県
史
資
料
編
古
代
2　

出
土
文
字
資
料
』（
青
森
県
史
編
さ
ん
古
代

部
会　

二
〇
〇
八
）
な
ど
一
連
の
精
力
的
な
共
同
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
Ⅱ
部
の
論
考
で
は
、
東
北
地
方
北
部
の
竪
穴
建
物

跡
数
増
減
（
人
口
の
増
減
）
な
ど
か
ら
み
た
地
域
集
団
の
移
動
・
移
住
の
動
態
、
東

北
地
方
北
部
か
ら
北
方
世
界
を
含
め
た
地
域
間
交
流
や
交
易
の
様
相
、
律
令
祭
祀
や

仏
教
の
流
入
と
独
自
の
信
仰
の
形
成
な
ど
の
社
会
構
造
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
⑫
八
木
論
文
、
⑬
武
井
論
文
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
語
系
地
名
や
出
土

文
字
資
料
に
よ
る
研
究
は
、
今
後
さ
ら
に
東
北
地
方
北
部
の
社
会
構
造
に
踏
み
こ
ん

で
い
く
う
え
で
、
重
要
な
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
編
者
小
口
氏
も
序
で
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
の
地
域
の
共
同
研
究
が
考
古
学
と
文
献
史
学
と
の
融
合
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
っ
た
こ
と
も
本
書
を
一
読
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
古
代
・
中
世
国
家
の
辺
要
支
配
」
は
、
王
権
側
か
ら
み
た
辺
要
支
配
を

論
じ
た
各
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
第
Ⅱ
部
論
考
の
研
究
成
果
な

ど
に
よ
り
東
北
地
方
北
部
地
域
社
会
の
新
た
な
歴
史
像
が
解
明
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

も
関
連
し
て
、
そ
の
多
様
な
社
会
に
対
す
る
支
配
の
諸
相
に
せ
ま
る
⑮
三
上
論
文
、

⑯
浜
田
論
文
な
ど
の
論
考
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
辺
要
支
配
に
つ
い
て

新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
古
代
秋
田
城
の
性
格
を
め
ぐ
る
議
論
に
も

一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部
、
第
Ⅲ
部
に
編
成
さ
れ
る
広
範
な

論
考
を
収
録
し
、
異
な
る
視
点
か
ら
多
様
性
と
相
互
関
連
性
を
導
き
だ
し
、
北
方
史
、

北
方
世
界
の
実
像
に
せ
ま
ろ
う
と
試
み
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
今
後
、
総
合
的
な
北

方
史
研
究
を
進
め
て
い
く
際
に
は
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
一
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
小
口
雅
史
編
『
古
代
国
家
と
北
方
世
界
』、
同
成
社
、
Ａ
5
判
、
二
八
三
頁
、
二

〇
一
七
年
十
月
刊
行
、
七
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
す
ず
き
・
た
く
や　

北
海
道
博
物
館
学
芸
主
査
）


